鎌倉幕府の成立

源平の争乱…(　　　　　)の乱

　地方の武士団や都の貴族・大寺院の中には平氏の専制政治に対する不満

　(　　　　　)が後白河法皇※を幽閉してしりぞける。

　→自分の孫の安徳天皇※(2歳で即位、1185壇の浦でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほうぎょ),崩御))を位につける。

　 (　　　　　) [後白河法皇の皇子]と(　　　　　)が、平氏打倒の(　　　　　)を全国の源氏へ。

　→平家に露見し、奈良に逃れる途中で討ち取られる。

伊豆に流されていた(　　　　　)や信濃の木曽谷にいた(　　　　　)らが挙兵。

大寺院の僧兵もこれに応じて、内乱が全国的に広がった。

5年にわたり騒乱が続いた。

平氏は都を現在の神戸にある(　　　　　)へと移したが、半年で京都に戻る。

畿内、西国を中心とする(　　　　　)の大飢饉があり、、清盛も病死する。

平氏は安徳天皇を奉じて西国に都落ちする。

平氏は源頼朝の命を受けた弟の(　　　　　)・(　　　　　)らに攻められる。

→1185年、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ながと),長門)の(　　　　　)で滅ぼされる。

鎌倉幕府

1180源頼朝は(　　　　　)を本拠地にし、武士の統制機関として(　　　　　)を設置

1183　東海、東山両道の東国支配権を獲得

1184　(　　　　　)・(　　　　　)の設置

1185　(　　　　　)・(　　　　　)の設置
1189　源頼朝は藤原泰衡を討つ→奥州藤原氏の滅亡→奥州平定

1190　源頼朝が上京し、右近衛大将に任ぜられる

1192　源頼朝が(　　　　　)に任ぜられる→(　　　　　)の確立

鎌倉幕府の中央組織

　機関名

職務

初代長官
設置年

(　　　　　)

一般政務
(　　　　　)

1184

(　　　　　)

訴訟・裁判
(　　　　　)

1184

(　　　　　)

御家人の統率
(　　　　　)

1180

地方組織

(　　　　　)…京都の治安と、京幕間の交渉。承久の乱の後に(　　　　　)と改められる。

(　　　　　)…九州の御家人統率と軍事、警察

(　　　　　)…奥州の御家人統率と軍事・警察

(　　　　　)…各国ごとに原則１人設置。(　　　　　)の職務などを行う。有力御家人が任命される


→(　　　　　)の催促、謀反人の逮捕、殺害人の逮捕

(　　　　　)…諸国の荘園、公領に設置

幕府と朝廷

(　　　　　)…将軍と主従関係で結ばれた武士

(　　　　　)

・(　　　　　)…御家人所領の支配を保証。　

　

・(　　　　　)…功労ある御家人に新しい所領を与えた。

(　　　　　)…戦時は兵役に服し、平時は(　　　　　)、(　　　　　)など。

経済的基盤

(　　　　　)…将軍家の荘園、平家EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もつかんりょう),没官領)が中心

(　　　　　)…将軍家のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちぎょう),知行)国、伊豆、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さがみ),相模)など東国中心。

幕府は新しい封建支配機構としての面と、旧勢力に妥協する面も持っていた。

幕府と朝廷の関係は(　　　　　)と呼ばれる、法令、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せんじ),宣旨)で定められた。

北条氏の台頭

1199年の頼朝の死後は御家人中心の政治を求める動きが強まる。

(　　　　　)は北条氏と距離を置いていた2代将軍(　　　　　)を幽閉し、暗殺する。そして、その弟である12歳の(　　　　　)を3代将軍にする。

→政所別当となり政治の実権を握る→(　　　　　　)と呼ばれる。

→娘婿を新将軍にしようとするが、自分の子である義時らに反対され失敗し政治の表舞台からは消える。

政所別当の地位を受け継いだ(　　　　　)は和田義盛を滅ぼし、(　　　　　)を兼任する。

→幕府での地位を固め、以後は執権を北条氏が世襲する。

承久の乱(　　　　　)年

(　　　　　)上皇を中心に朝廷の権力を回復させようとする動きが広がる。

北面の武士とは別に新たに(　　　　　)を置いて軍事力を増強する。

1219年に源実朝が甥の(　　　　　)に暗殺され源氏が滅亡する。

→北条義時は皇族を新将軍に招こうとしたが上皇が拒否する。

→源頼朝の遠縁に当たる摂関家出身の(　　　　　)(8歳)を将軍に迎えた。

→頼経は成長とともに北条氏と対立するようになり、将軍職を子の頼嗣に譲らされた。

摂関家出身のこの2人の将軍を(　　　　　)または(　　　　　)という。

源氏の断絶をきっかけに後鳥羽上皇は義時追討の兵を挙げた。

→尼将軍(　　　　　)は諸国の団結をはかる。

義時の子(　　　　　)、弟の北条EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ときふさ),時房)らが京都を攻めて占領し、上皇方は敗北する。

乱後、後鳥羽上皇は(　　　　　)へ、土御門上皇は土佐へ、順徳上皇は佐渡へ流された。

(　　　　　)を京都に設置し、京都警備や朝廷の監視にあたらせた。

皇位継承に幕府が介入するようになった。

上皇に加担した武士・貴族の所領を没収し戦功のあった御家人をその地の地頭に命じた。

→(　　　　　)を定め、地頭の給与を保証した。この基準が適用された地頭を(　　　　　)という。

これに対し、承久の乱以前からの地頭を(　　　　　)という。

執権政治

北条泰時の政治(執権政治の発展期)

1225(　　　　　)の設置…執権の補佐として、北条氏一門より任命

1225(　　　　　)の設置…従来の合議制を制度化する

(　　　　　)年、(　　　　　)の制定…51ヶ条


目的…裁判の基準の明確化


基準…頼朝以来の(　　　　　)、(　　　　　)と呼ばれる武士社会の慣習


範囲…幕府の勢力範囲に適応され、徐々に拡大

(　　　　　)の政治…北条泰時の孫

1247、三村泰村を滅ぼす(　　　　　)

1249、(　　　　　)の設置…評定衆を補佐。

藤原将軍にかわり(　　　　　)を迎える。…後嵯峨天皇の皇子(　　　　　)以降4代続く。

武士の生活

武士たちは所領の中心地に(　　　　　)をかまえ、周囲には堀、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みぞ),溝)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(へい),塀)などをめぐらせていた。

→一種の城であり、寝殿造りを簡素化したものと考えられる。

(　　　　　)…一族の宗家の長

(　　　　　)…惣領以外の子弟

一族の子弟に所領を分け与える(　　　　　)を原則

結婚形態は(　　　　　)が一般的
(　　　　　)、(　　　　　)、(　　　　　)などの武芸の訓練を行っていた。

武士の道徳は後世の(　　　　　)の起源となった。

武士の土地支配

武士たちは地頭として荘園を侵略していった。

→幕府はトラブル防止のために、裁判制度の確立に努力した。

→荘園領主側は妥協策を打ち出すが、武士の荘園支配は進んでいく。

(　　　　　)…地頭に荘園の管理を任せ、定額の年貢納入を請け負わせる契約

(　　　　　)…荘園の土地や人民を二分して支配する契約

源平の争乱
治承・寿永、平清盛、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もちひとおう),以仁王)、源頼政、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りょうじ),令旨)、源頼朝、源義仲、福原京、養和、源義経、源範頼、壇ノ浦

鎌倉幕府

鎌倉、侍所、政所、問注所、守護、地頭、征夷大将軍、鎌倉幕府、

政所、大江広元、問注所、三善康信、侍所、和田義盛、京都守護、六波羅探題、鎮西奉行、奥州総奉行、、守護、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だいぼん),大犯)三カ条、京都大番役、地頭

幕府と朝廷

御家人、御恩、本領EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あんど),安堵)、新恩給与、奉公、京都大番役、鎌倉番役、関東御領、関東知行国(関東EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごぶんこく),御分国))、新制
北条氏の台頭

北条EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ときまさ),時政)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よりいえ),頼家)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さね),実)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とも),朝)、執権、北条EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よし),義)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とき),時)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さむらいどころ),侍所)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(べっとう),別当)
承久の乱

1221、後鳥羽、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さいめん),西面)の武士、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(く),公)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎょう),暁)、藤原EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(より),頼)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つね),経)、藤原将軍、摂家将軍、北条政子、北条EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やす),泰)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とき),時)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おき),隠岐)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ろくはらたんだい),六波羅探題)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しんぽ),新補)率法、新補地頭、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほんぽ),本補)地頭

執権政治

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(れんしょ),連署)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひょうじょう),評定)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅう),衆)、1232、御成敗式目、先例、道理、北条EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ときより),時頼)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほう),宝)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じ),治)合戦、引付、皇族将軍(親王将軍)、宗尊親王

武士の生活

館、惣領、庶子、分割相続、嫁入婚、流鏑馬、笠懸、犬追物、武士道

武士の土地支配

地頭請所、下地中分


